
将来像

2

しごと を創るいのち を守る

安全・安心で、
尊い命を守る和歌山

将来像

3

多様でバランスのとれた産
業構造を築き上げ、外的経済

ショックにもしなやかに適応できる
力を備え、各産業が積極的に海外へ

進出するとともに、生産性・収益性を高め
ることで雇用を生みだし、「しごと」が「ひと」を

呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む新たな人の流
れを創りだす和歌山をめざします。

地震・津波・風水害などの災害に
よる「犠牲者ゼロ」をめざした防災対

策を一層充実するとともに、住み慣れた
地域で質の高い医療サービスが受けられ、犯

罪や交通事故の少ない環境を整備することで、安
心して暮らせる和歌山をめざします。

たくましい産業を創造する和歌山
さんぎょう そうぞう わかやまあんぜん

とうと いのち まも

あんしん

わかやま
たくましい産業を創造する和歌山安全・安心で、

尊い命を守る和歌山

時
代
を
先
導
す
る
し
な
や
か
な
産

業
構
造
の
実
現

● 

全
産
業
で
革
新
的
技
術
の
導
入
や
他

分
野
と
の
融
合
等
を
進
め
、
国
際
競

争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
産
業

構
造
の
多
様
化
と
雇
用
の
場
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

県
内
企
業
の
成
長
力
強
化

● 

新
た
な
感
性・ア
イ
デ
ア
等
に
よ
る
技

術
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値

化
を
図
り
ま
す
。

● 

県
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
や
、
海

外
市
場
等
への
進
出
を
支
援
し
ま
す
。

● 

創
業・第
二
創
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
を
推
進
し
ま
す
。

● 
高
校
生
や
大
学
生
等
の
県
内
就
職
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
働
く
意
欲
の
あ

る
人
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

企
業
の
働
き
方
改
革
や
再
就
職
を
促

進
し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

製
造
品
出
荷
額
等

　
３
兆
８
，
５
０
０
億
円

　
（
２
０
１
４
年：２
兆
９
，９
５
０
億
円
）

■ 

企
業
立
地
件
数

　
２
０
０
件（
計
画
期
間
内
の
累
計
）

■ 

高
校
生
の
県
内
就
職
率

　
90
％（
２
０
１
５
年
度：76
％
）

■ 

大
学
生
等
の
年
間
U
タ
ー
ン
就
職
者
数

　
３
，０
０
０
人

　
（
２
０
１
５
年
度：２
，３
０
０
人
）

農
林
水
産
業
の
振
興

● 

海
外
等
へ
の
販
路
開
拓
を
進
め
る
と
と

も
に
、
安
全・安
心
で
機
能
性
を
備
え

た
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

● 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
労
働

の
省
力
化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
農

家
の
法
人
化
、
企
業
参
入
を
推
進
し
、

収
益
性
の
高
い
農
業
を
実
現
し
ま
す
。

● 

林
業
に
適
し
た
場
所
と
森
林
保
全
を

行
う
場
所
を
明
確
に
区
分
す
る
森
林

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
施
策
の
選
択
と

集
中
を
強
化
し
ま
す
。

● 

漁
業
者・漁
協
の
経
営
構
造
改
革
や
、

経
営
の
多
角
化
を
図
り
、
収
益
性
の

高
い
水
産
業
を
実
現
し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

県
産
果
実・果
実
加
工
品
の
年
間
輸
出
額

　
70
億
円（
２
０
１
５
年
度：４
．３
億
円
）

■ 
林
業
の
年
間
素
材
生
産
量

　
３
０
０
千
m（
２
０
１
５
年
度：１
８
１
千
m
）

■ 

漁
業
の
複
合
経
営
グ
ル
ー
プ
数

　
20
グ
ル
ー
プ

観
光
の
振
興

● 

観
光
客
が
好
み
に
応
じ
た
感
動
や
楽
し

み
、
癒
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
多
彩

な
魅
力
に
出
合
え
る
観
光
地
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

● 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
多
様
な
観
光
プ

ラ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

● 

多
言
語
案
内

表
示
の
充
実

や
円
滑
な
交

通
ア
ク
セ
ス

の
構
築
な
ど
、

快
適
な
観
光

空
間
を
創
造

し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

日
帰
り
観
光
客

　
年
間
３
，３
０
０
万
人

■ 

宿
泊
観
光
客

　
年
間
７
７
０
万
人

■ 

外
国
人
宿
泊
客

　
年
間
１
７
０
万
人

時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
た
産
業
の

新
し
い
発
展

● 

デ
ー
タ・Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
利
活
用
を
促
進

し
、
産
業
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

● 

世
界
に
広
が
る
新
し
い
市
場
に
挑
戦
で

き
る
環
境
の
整
備
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
企
業・人
材
の
誘
致
な
ど
に

よ
り
、
県
内
産
業
の
発
展
を
図
り
ま

す
。

自
然
災
害
へ
の
備
え

● 

住
宅
や
大
規
模
建
築
物
、
公
共
施
設

な
ど
の
耐
震
化
を
よ
り一層
進
め
ま
す
。

● 

津
波
避
難
困
難
地
域
の
解
消
の
た
め

の
ソ
フ
ト
対
策
や
ハ
ー
ド
整
備
を
優
先

的・緊
急
的
に
実
施
し
ま
す
。

● 

風
水
害・土
砂
災
害
対
策
の
た
め
の
ソ

フ
ト
対
策
や
ハ
ー
ド
整
備
を
計
画
的
に

実
施
し
ま
す
。

● 

救
助・救
援
体
制
や
医
療
機
関
等
の
災

害
対
応
体
制
を
よ
り一層
強
化
し
ま
す
。

● 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
域
防
災
力
の
強
化
や
避
難

所
運
営
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

● 

県
民
生
活
の
早
期
再
建
と
地
域
の
よ

り
良
い
復
興
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
あ
ら
か
じ
め
よ
く
議
論
し
、
復

旧・復
興
計
画
を
事
前
に
策
定
し
て
お

く
取
組
を
進
め
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

津
波
避
難
困
難
地
域
　
解
消

■ 

復
旧・復
興
計
画
の
事
前
策
定

　
全
市
町
村

医
療
の
充
実
と
健
康
の
維
持

● 

救
急
医
療
体
制
や
へ
き
地
の
医
療
体

制
を
堅
持
し
ま
す
。

● 

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す

る
先
進
的
な
医
療
を
促
進
し
ま
す
。

● 

地
域
医
療
構
想
に
基
づ
き
、
医
療
機

関
の
機
能
分
化
と
連
携
、
病
床
機
能

の
再
編
を
図
り
ま
す
。

● 

在
宅
医
療
の
全
県
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
ま
す
。

● 

医
師
の
地
域
偏
在
や
特
定
診
療
科
に

お
け
る
医
師
不
足
を
解
消
し
ま
す
。

● 
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
県
民

運
動
を
全
県
的
に
展
開
し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

医
療
施
設
従
事
医
師
数

　
３
，２
０
０
人

　
（
２
０
１
４
年
度
か
ら
約
５
０
０
人
増
）

■ 

健
康
寿
命
　
男
性
75
歳　
女
性
78
歳

　
（
２
０
１
３
年
度
か
ら
３
．５
歳
程
度
上
昇
）

安
全
な
社
会
の
実
現

● 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
の
犯
罪

抑
止
対
策
や
、
徹
底
検
挙
に
向
け
た

捜
査
力・機
動
力
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

● 

歩
道
整
備
や
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

道
路
標
識
の
設
置
、
啓
発
活
動
な
ど

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境

を
実
現
し
ま
す
。

（　
　
　
　
　
　
　
）

２
０
１
５
年
か
ら

約
５
０
０
万
人
増

（　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
０
１
５
年
か
ら

約
２
０
０
万
人
増

（　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
０
１
５
年
か
ら

約
１
３
０
万
人
増
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